
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第第第３３３章章章       
  

最最最近近近ののの学学学校校校ののの被被被災災災事事事例例例ととと   

防防防災災災行行行動動動計計計画画画 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

栄 村 

長野県北部の地震 

平成 23 年３月 12 日 

栄中学校 

東部小学校 

床に落ちた時計。地震発生時刻 

３時 59 分を指して止まっている。

昇降口の児童用下駄箱も倒れた。 

図書館の本が散

乱し，音楽室のピ

アノの足は床を突

き抜いた。 

体育館の天井パネルが多数落下した。 

東日本大震

災翌日の午前

３時 59 分。長

野県北部を震

源とする震度

６強の地震が

村を襲った。 

 

 

北信小学校 

※東部小学校と北信小学校は平成 23 年４月に栄小学校として統合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡谷市 

集中豪雨 

平成 18 年７月 15 日～19 日 

記録的な豪雨になり，湊地区や川

岸地区などでは，土石流により大き

な被害が発生した。 

Ⅰ 最近の学校の被災事例 

上の原小学校 

 

外 観 

 

 
廊 下 

体育館 

写真提供：岡谷市教育委員会   長野県建設部砂防課 

 

PTA や地域の方はもちろん，県内

外の学校関係者など多くのボラ

ンティアがかけつけ，7 月 26 日

から 30 日までの 5 日間に，延べ

約 1,700 人で土砂の撤去作業が

おこなわれた。 

平成 20 年に完成した砂防施設には，災害伝

承パネルが埋め込まれ，災害の事実を後世に

伝えている。 

１ 最近の被災事例とその後の対応 
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神城断層地震から５年，その後の学校は・・・・  

中学校段階における防災教育については，災害発生のメカニズム，災害事例からいろいろ学んで，安全な行動

をとるということが基本。防災教育には，地震だけでなく，火災，大雨，台風や土砂崩れなどいろいろあるが，

実際学校では，防災教育としてこれらをそれぞれ，一つ一つを取り上げてたくさんの時間をかけて特別の学習と

して扱っていくのは難しい。各教科の学習で手一杯。そんな中でも各地で起きている台風やその他の災害につい

て話題にして，各教科とのつながりの中で防災学習につなげていったり，防災訓練の際に，神城断層地震のこと

を話題にしたり，理科の授業の中で，地震の単元の中で神城断層地震のことに触れていったりしている。総合的

な学習の時間で白馬中の 1 年生は，「白馬の自然」について探求している。その中のあるグループは，神城断層

地震のことを扱った。アーカイブには，「その時の地震の様子」や「被災した方へのインタビュー」，「その時学

校は，どう対応したか」というインタビューが入っている。白馬中では，被災者の心情を考慮して，今まで神城

断層地震のことをあえて慎重に扱ってきた経緯がある。しかし，これで震災から５年が経過するにあたり，アー

カイブ活用の重要性を感じている。今後の防災教育をより良いかたちで進めていくことにより，子供たちと共に

今後のことについて考えていきたい。             （白馬中学校校長 浅原昭久先生 抜粋） 

防災訓練で，子供たちによくこんな話をしている。「テストで 100 点満点のところ，99 点を取ったらどんな気

持ちか？あと 1点で 100 点だから惜しかった，残念だったという気持ちを持つ子もいるだろうし，結構とれたな

と思う子もいるでしょう。ですが，『防災，避難で命を守る』ということから考えたときに，100 人いて 1人でも

命を失ったらそれは失敗なんです。」 

本校には 115 名の児童がいるが，もし一人でも命を落としたとしたら，学校としてそれは許されないことだと

思っている。だから「先生たちは真剣に避難訓練に取り組む。君らも真剣に取り組んでもらいたい。」と伝え

る。小学生にとって命を失うということを自分事としてイメージするのは難しい面もあるが，そういった職員の

真剣さというものは，子供たちに伝わっていると思っている。 

本校では，5年前から，神城断層地震が起きた 11 月 22 日を毎年「防災を考える日」と位置付け，中学，保育

園とも連携をして防災の意識を高める取組みをしている。本年度は，新しい取組みとして，隣にある保育園と一

緒に避難訓練をする。園児は保育士さんに連れられて，小学校まで避難してくる。立地条件として，歩いて５分

くらいのところなので実施は難しくない。大きな地震が発生した時，交通網が麻痺し保護者がすぐに迎えに来ら

れないようなこともあり得る。本校の体育館が避難所として設定されているので，そこまで避難し保護者を待つ

というケースも想定されるので，そのための訓練にもなる。中学生も時間帯を変えて実際に歩いて避難所を確認

する。この訓練に先駆けて，朝，全校で「震災について学ぶ防災集会」を予定している。ドキュメンタリー番組

の一部を視聴し，「命を守る方法とはどんなことか」をテーマとし，１年生から６年生が６つの縦割りの班に分

かれて，子供たちが自分たちで考える場を設ける予定。揺れがきたとき，避難するとき，避難した後，それぞれ

の場面で，自分はどんな行動をとったらよいのか，また，どんなことが心配なのか，子供たち同士が主体的に話

をすることを期待している。その活動を通して「自分たちで自分の命を守る」行動がとれる子供たちに成長して

いってほしいと思っている。昨年度は，この日に小・中学校合同で引き渡し訓練を行った。それぞれの学校に在

籍しているお子さんを持つ保護者は，２つの学校に迎えに行くことになるが，自動車でどのような動線をたどっ

て迎えに行けばスムーズにいくのか確認をしていただいた。 

防災を考える日以外にも，緊急地震速報受信システムの訓練モードを活用し，ショート（シェイクアウト）訓

練を実施している。先生たちにも予告をしないで行うこともある。「あと 30 秒後に地震が起こります。」という

放送が流れたら「姿勢を低くする，頭を守る，動かない」この３つのポイントを守って机の下に瞬時に潜り込む

ことが習慣づいている。また，教室以外の場所にいたときには，ガラスのそばから離れたり，落下物があるよう

なところを避けたりする行動もとれるようになっている。 

また，５年生においては，総合的な学習の時間で「自分の命は自分で守ろう」をテーマとして学習をする。神

城断層地震のことを詳しく知ったり，地域の防災拠点を調べたりすることを通して，特にこの地域の特徴である

「大雪」の登下校時を想定し，「万が一地震が起きたら自分はどうしたらよいのか。」子供たちと考えていきた

い。家庭，村の総務課，バス会社から情報をいただきながら学習を進め，まとめたことを他の学年や学校外の

方々にも発表する機会をつくり共有したいと考えている。  

 

                              （小谷小学校校長 松尾 修先生 抜粋） 

2014 年神城断層地震震災アーカイブ報告会 ～震災５年をふりかえる～ より 

（2019 年 11 月 21 日（木） 於：白馬村役場多目的ホール） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

午後 10 時８分ごろ，北安曇郡 

白馬村を震源として，マグニチュ 

ード 6.7 の地震が発生した 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年 11 月 22 日 

白馬村 

神城断層地震 

多数の倒壊家屋が発生したにも関わらず，死者が生じ
なかった事象は『白馬の奇跡』とも呼ばれた。 

白馬中学校 

白馬北小学校 

白馬南小学校 

写真資料はすべて 

「2014 年神城断層地震震災アーカイブ」より 

 https://kamishiro.shinshu-bousai.jp/ 
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台風第 19 号の影響で長野市穂保 

の千曲川では，13 日に堤防が決壊し 

千曲川水系を中心に大きな被害を 

与えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
   
 
 
 
 
 

ここまで水に浸かりました。 

 
 

令和 元年 10 月 12～13 日 

長野市他 

令和元年東日本台風（台風第 19 号）災害 

長野市立長沼小学校 

職員室 

次ページからは，豊野中学校ホームページに掲載されているものを紹介します。 

写真提供：千曲川河川事務所  

外 観 

長野市立豊野中学校 

写真提供：長野市教育委員会  
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午後４時前に落雷があり，創立時 

から学校のシンボルだった大木のヒ 

マラヤスギが倒れた。木は雷の直撃 

を受けたとみられ，衝撃で幹や枝は 

砕け散った。幸いけが人は，いなか 

った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                       写真提供：須坂東高等学校 

令和２年５月 26 日 

須坂市 

落雷 

須坂東高等学校 

校舎の窓ガラスが数枚割れ 

非常ベルや火災報知器が鳴り

っぱなしだった。 

昇降口前 
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